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今月のクイズ

　病院で薬を処方してもらうとき、医師や薬剤師から「車の運転は控えてください」と言われたこと
はありませんか？　また、ドラッグストアなどで市販薬を購入するとき「車の運転をしますか？」と
聞かれたことはありませんか？
　今月は、運転時の服用に注意が必要な薬と、ドライバーはどう付き合っていけばよいのかをみてみ
ましょう。

　車の運転に影響を及ぼす薬が処方されるときは、医師や薬剤師からの説明に加え、薬の説明書にも注
意が記載されます。もし、服用後に運転して死傷事故を起こした場合は、危険な運転行為を行った※1
として、処罰が重くなる可能性があります。
　医薬品副作用データベースによると、2004年4月～2016年3月までの12年間に薬の副作用があったと
報告された数は390,669件、そのうち交通事故に至ったケースは342件ありました※2。

　滋賀県と東京都の薬局に対して行ったアンケート調査によると、患者自身が車を運転してくる割合
が多いと答えた薬局は、日常的に車を使用する滋賀県では約8割、公共交通の利用者が多い東京都で
も約4分の1を占めていました（図）。薬局にくる患者の中には、病院で注射などによる投薬を受けて
きた人がいる可能性があり、その処方された薬に眠気を催したり、意識を消失したりする成分が含ま
れている可能性もあります。
　一方、ドラッグストアなどで手軽に購入できる市販薬も、運転に影響を及ぼす可能性がある薬の場
合は薬剤師からの説明があり、薬に添付されている説明書には注意が記載されています。「近い距離
だから大丈夫」「薬が切れかかる時間だから大丈夫」と安易に考え運転すると、薬の副作用で意識が
遠のいた一瞬の間に、重大事故を起こす危険性が高くなります。

車の運転と薬の関係

運転操作に影響を及ぼす薬を服用して運転を行うのは、危険です！

※1：自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律(自動車運転死傷行為処罰法)
第2条「次に掲げる行為を行い、よって、人を負傷させた者は15年以下の懲役に処し、人を死亡させた者は1年以上の有
期懲役に処する。」の第1項「アルコール又は薬物の影響により正常な運転が困難な状態で自動車を走行させる行為」

※2：日本交通科学学会　日本交通科学学会誌　第16巻　第1号　平成28年　著：安藤剛,松元一明,横山雄太,木津純子
　　「有害事象自発報告データベース（JADER）からみた医薬品による交通事故」より

出典：公益社団法人日本薬学会　2017 年 YAKUGAKUZASSHI137（3）　著：永田泰造 , 山田純一 , 大原整 , 木津純子
　　　「自動車運転に影響を及ぼす医薬品の処方に対する薬局薬剤師の対応」より改変
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図：薬局に自分で車を運転してくる患者の割合
　　（2014年12月1日～2015年1月15日　滋賀県と東京都の薬剤師へのアンケート調査より）

日常的に車を使用するので、薬局に
運転してくるドライバーが多い

公共交通を利用する人が多い地域にもかかわら
ず、薬局に運転してくるドライバーが少なくない

PHARMACY

市販の風邪薬のパッケージに「服用後、車
の運転をしないでください」と注意書きがある
のに、その風邪薬を服用して車を運転した
場合、法律違反になるのでしょうか。次の中
から選んでください。

①道路交通法違反になる
②道路交通法違反にはならない

（答えは裏面）
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担当営業課

医師や薬剤師に運転操作をやめるよう注意された場合や、薬の「使用上の注意」に運
転操作に影響を及ぼす副作用や注意が記載されている場合は、車の運転を控えるか、
運転に影響を及ぼさない薬に変更しましょう。
持病があるドライバーは、処方薬の用法・用量を守り、適切に服用して運転しましょ
う。
「かかりつけ薬局」に相談し、薬の内容をよく理解して運転に影響を及ぼさないよう
にしましょう。

　薬の中には、睡眠薬など服用した後は運転してはいけない薬や、風邪薬など服用すると運転に支障を
きたすおそれがある薬がある一方、薬を服用し作用が効いた状態で運転すべき場合があります。
　では、薬を服用し心身を健康に保って正常な運転ができるようにするには、どうしたらよいのかをみ
てみましょう。

服用する薬に眠気やアレルギーによる意識障害等の副作用がある場合、服用
して運転すれば事故を引き起こしかねません。
医師や薬剤師から、車の運転操作に関する注意を受けた場合は、運転を控え
ましょう。また、薬局で処方薬と一緒にもらう説明書や、一般の市販薬のパ
ッケージなどには、薬の「使用上の注意」が記載されています。「眠気」
「ふらつき」など車の運転操作に影響を及ぼす副作用が記載されている場合
や、「車の運転操作はしないでください」と注意がある場合は、服用後の車
の運転をやめましょう。
ただし、日常的に車を運転する必要がある場合は、事前に医師や薬剤師に相
談しましょう。運転に影響を及ぼさない薬に変えられる場合があります。

運転操作に影響が出ないように、薬を服用するには･･･

服用する薬が、運転操作に影響を及ぼす場合は･･･

持病があるドライバーの中には、処方薬の用法・用量を守って適切に服
用しないと、運転操作に影響が生じる方がいます。
例えば、高血圧の患者が降圧剤などを適切に服用しないと、緊張を強い
る運転の連続に血圧は上昇して脳や心臓に負担がかかり、運転中に突然
脳内出血や心筋梗塞等を発症する危険性があります。また、糖尿病の患
者が、食事を抜いたまま血糖値を下げる薬を服用すれば、血糖値が下が
りすぎて低血糖に陥り、運転中に意識がもうろうとする危険性がありま
す。
高血圧や糖尿病に限らず、持病があるドライバーは処方薬の内容を理解
し、用法・用量を守り、適切に服用して運転しましょう。

処方薬の用法・用量を適切に守らないと･･･

「お医者さんの薬の説明が理解できなかった」「市販薬の風邪薬はどれ
も眠くなるのかな」と思ったことはありませんか？　また、複数の病院
から処方薬が出ている患者さんは「薬を飲み合わせて、体調が悪くなっ
たりしないかな」と不安を抱えていませんか？　自分がよく通う「かか
りつけ薬局」を決めて、市販薬との飲み合わせ等を相談してみましょ
う。「かかりつけ薬局」の薬剤師にお薬手帳や日頃服用している市販薬
を提示し、薬の内容をよく理解して運転に影響を及ぼさないようにしま
しょう。

薬の内容をよく理解するためには･･･

運転操作に影
響を及ぼす注
意書きがある
場合は、運転
をやめる

アドバイスが適切で、市販
薬の相談もできる「かかり
つけ薬局」をもちましょう

持病がある場合は、薬の内容を
理解し、用法・用量を守り、適
切に服用して運転しましょう

今月のクイズの答え

①道路交通法違反になる　（過労運転等の禁止　第66条　～略～　過労、病気、薬物の影響その他の理由により、正常な運転ができな
　　　　　　　　　　　　　　　　　 いおそれがある状態で車両等を運転してはならない。）
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